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令和元年９月橋本市議会定例会会議録（第５号）その４ 

令和元年９月12日（木） 

                                          

 日程第16 議案第11号 橋本市教育基金条

例の一部を改正する条例につい

て 

○議長（土井裕美子君）日程第16 議案第11

号橋本市教育基金条例の一部を改正する条例

について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 15番 堀内さん。 

○15番（堀内和久君）おはようございます。

大変聞きにくいんですけども、野球を愛する

僕としてはなかなか微妙な気持ちなんですけ

ども、寄附者の本人の希望ということですば

らしい取り組みなんだなと。この間ちょっと

お会いしたんですけど、たまたま出会ったん

ですけども、元気なうちに使ってほしいんや

ということでごもっともやと思います。端的

にお伺いするんですけど、何を買うんですか。

何のために何を購入して、平等性等は担保で

きとるんですか。１個目お願いします。 

○議長（土井裕美子君）教育部長。 

○教育部長（阪口浩章君）ただ今のご質問な

んですけども、今回、寄附していただいてお

ります堀畑光久氏より、野球場建設の市のほ

うでの方針がないのであれば、それにこだわ

らず青少年のために有意義に使っていただき

たいというご意向がございました。それを受

けて、今回、条例の改正にさせていただくわ

けですけども、児童生徒の文化及びスポーツ

活動への支援に必要な費用という形になって

おります。 

 今、寄附者であられます堀畑さまと教育委

員会のほうでも協議をさせていただく中で考

えておりますのは、まず市内の中学校の吹奏

楽部が、現在、５校のうちの３校吹奏楽部を

持っております。その中で楽器のほうがちょ

っと古くなっているということで、そういう

中で、できれば学校の吹奏楽部の楽器の購入

に使わせていただきたいということでお話を

させていただき、ご了解をいただいてござい

ます。 

 それから、もう一点は、特にスポーツ関係

が近年よく全国大会、また国際大会等に市内

の子どもたちも出場しております。そういう

子どもたちのための激励金という形で使って

もらいたいというようなお話もございました

ので、そういう激励金という形で使わせてい

ただきたいというふうに考えております。 

（「答弁もれ」と呼ぶ者あり） 

○議長（土井裕美子君）答弁もれの中で、平

等性は担保ができているのかという問いがあ

りましたので、その辺のお答えをよろしくお

願いいたします。 

 教育部長。 

○教育部長（阪口浩章君）今回、吹奏楽部と

いうことになりますと、市内５校のうち３校

ですけども、残り２校につきましては吹奏楽

部がないということで、それについては、例

えば、合唱であったり、またスポーツのほう

では柔道であったり、いろんな関係の競技の

部活に専念されているかと思います。それに

ついてはまた激励金という形の中で、他の学

校の生徒にもお祝いという形でさせていただ

けるのかなというふうには考えております。

ですので、ある一定、今は使い道については

限定はしておりますけども、今後またそうい

う観点も踏まえまして、また寄附いただいて

おります堀畑さまのご意向も伺いなら、現時

点では激励金と楽器ということで考えていき

たいと思います。 
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○議長（土井裕美子君）15番 堀内さん。 

○15番（堀内和久君）一生懸命答弁していた

だいて申しわけないんですけど、平等性が担

保できとるとはちょっと感じにくい部分があ

ります、僕の中で。ただ、今の答弁の中で、

野球場云々の意思がないように見えるという

ことあったと思うんですけど、たしか一般質

問やったら、教育長、必要性は感じとるけど

財政事情がありましてという話で保留になっ

とるように、僕は解釈しています。それはそ

れで、白黒答え求めたら、しませんと市長に

言われたら終わりなんで、僕はそこまでは言

わないんですけど、必要性感じとるってたし

か教育委員会はおっしゃった上で、今後、ク

ラウドファンディングとか、ふるさと納税で

も野球場っていうので入ってきているのは認

識いただいとると思うんです。 

 質問とずれたらだめなんで、一応、議事録

に残しておきたかったことと、あと、金額の

大小かかわらず、吹奏楽の楽器というのは古

なったら買うてあげるというのはすばらしい

ことやと思うし大賛成なんですけども、５校

のうち３校は吹奏楽部があります。ないとこ

に対しての平等性というのは、ないからって

ちょっとなと思うんです。図書のエアコンで

もそうやと思うんです。ついとったとこには

つけれへん。ついてないとこ先つけようって、

何かちょっと引っかかる部分が個人的にあり

ます。でも、寄附者がこれでいいと言うんや

ったら、平等性担保できとるって教育委員会

と寄附者がイコールになっとるんやったらそ

れで結構です。 

 もう一個お伺いするんですけども、残った

お金というのが当然出てくると思います。

1,000万円使い切るわけではないと思うんで

すけども、激励金等に使うのもそれはそれで

結構やと思いますけども、今の社会情勢を考

えたときに、例えば、熱中症対策でテント貸

し合いしとるとか、やっぱり物品を買うて寄

附者の名前がかちっと残るようにしてあげた

いと。激励金やったら、そのときその瞬間で

終わってしまうと思うんです。終わってしま

ったときに、去年まではあったんやけどなと

いうのがいつかあると思うんです。言うとる

意味わかりますよね。だから、そういうのも

別にいいんですけども、もうちょっとハード

的な物品購入とか、子どもたちの青少年健全

育成に寄与できるものを買うということを協

議、お願いに行くということをやっていただ

けますでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）まず、吹奏楽部につ

いてお答えします。私、教育長になってから、

各吹奏楽部を持っている学校の校長が直談判

というか、お願いに大分来ていただきました、

どないかしてほしいと。ただ、財政上なかな

かそれに応えることはできませんでした。こ

の基金を使わせていただくというのは、非常

に学校現場にとってはありがたい。ただ、議

員おただしのとおり３校ということになりま

す。ただ、吹奏楽部の活動は今橋本市一円の

いろいろなところへ出ていって、自分とこの

校区だけではなくて、いろいろなところで演

奏していただいています。それに報いるとい

うことでいえば、公平性、私は担保できてい

るんではないかなと思っています。 

 もう一つ、実は教育委員会としては、楽器

とテントというお話もさせていただきました。

ただ、本人さんの意向もございまして、やは

り全国大会に出ていく子どもたち、また大人

たちに、自分の基金として贈りたいというご

意思がかなり強くありましたので、そういう

形でお受けさせていただいたということでご

理解いただきたいと思います。 

○議長（土井裕美子君）ほかにありませんか。 

 16番 樽井さん。 
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○16番（樽井豪男君）今回の改正後というこ

とで、前回の改正前のこれの部分がこのスポ

ーツ活動への支援の中に取り込まれた考えな

んか、また、改正前は事業という言葉を使っ

ていますけども、今度は支援という形になっ

ておるんですけども、このまず違いと、それ

と、極端に言うたら、どうしても必要な用地

買収がちょっとでも要るならば、こういった

支援では無理なのか。事業であれば使えるの

か。だから、今度支援になった場合には、こ

ういったことは使いませんというのが、用地

買収等いろんなもんもあると思うんですけど

も、その事業と支援のちょっと違いだけお教

えいただいて、改正前のこの野球場整備等の

中にも、支援、スポーツ活動への支援という

必要な費用の中にも含まれておるのか、そこ

らあたりをお伺いいたします。 

○議長（土井裕美子君）教育部長。 

○教育部長（阪口浩章君）今回、寄附者の堀

畑さまのほうから、やはり一日でも早く青少

年のために使っていただきたい、有意義に使

っていただきたいという強いご希望がござい

ました。今回、こういうふうに条例を変えさ

せていただいておるわけなんですけども、事

業という表現から今度は支援ということで、

広く児童生徒の文化・スポーツという形にな

ってまいります。その中で、野球場建設とい

うふうな計画というのが、明確なものは現時

点ではございませんので、その中で今回、有

意義に一日でも早くということで、支援とい

う表現を今回条例改正の中で使わせていただ

いてございます。今のところ、例えば、野球

場建設の事業という位置づけの中で、それを

支援というふうな表現に変えさせていただい

たというようなことは考えてはございません。 

○議長（土井裕美子君）16番 樽井さん。 

○16番（樽井豪男君）そこらあたり、きっち

り事業と支援の違いをやはり明確にしてもら

わな、こういったことが事業的なことはだめ

ですよとか、やっぱりはっきりしていただか

なね、単なる支援にしか使えませんというの

であれば、それはよくわかりました。ほんな

ら、それはぶれないようによろしくお願いし

ます。 

○議長（土井裕美子君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ありませんので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 ただ今議題となっております議案第11号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、委員会の付託を省略することに決しま

した。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）討論がありませんの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第11号 橋本市教育基金条例

の一部を改正する条例について を採決いた

します。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、本案は原案のとおり可決されました。 

                     

 日程第17 議案第12号 橋本市印鑑登録及

び証明に関する条例の一部を改

正する条例について 

○議長（土井裕美子君）日程第17 議案第12

号橋本市印鑑登録及び証明に関する条例の一

部を改正する条例について を議題といたし
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ます。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）質疑がありませんの

で、質疑を終結いたします。 

 ただ今議題となっております議案第12号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、委員会の付託を省略することに決しま

した。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）討論がありませんの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第12号 橋本市印鑑登録及び

証明に関する条例の一部を改正する条例につ

いて を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、本案は原案のとおり可決されました。 

                     

 日程第18 議案第13号 橋本市職員の給与

に関する条例等の一部を改正す

る条例について 

○議長（土井裕美子君）日程第18 議案第13

号 橋本市職員の給与に関する条例等の一部

を改正する条例について を議題といたしま

す。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）質疑がありませんの

で、質疑を終結いたします。 

 ただ今議題となっております議案第13号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、委員会の付託を省略することに決しま

した。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）討論がありませんの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第13号 橋本市職員の給与に

関する条例等の一部を改正する条例について 

を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、本案は原案のとおり可決されました。 

                     

 日程第19 議案第14号 橋本市消防団の設

置等に関する条例の一部を改正

する条例について 

○議長（土井裕美子君）日程第19 議案第14

号 橋本市消防団の設置等に関する条例の一

部を改正する条例について を議題といたし

ます。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 13番 田中さん。 

○13番（田中博晃君）おはようございます。

今回の条例、定年の年齢を引き上げるという

ことなんですけれども、私もいろいろな話を

聞く中で、山間部ではやっぱりなり手不足で
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あったり、場合によっては親子でも入ってい

る地域もあると聞いています。そこで、今回

定年を引き上げることで対象の人数がどの程

度になるのかとか、どういった効果が、もち

ろんなり手不足の中で消防団員を残していく

ということができるんですけれども、消防と

してはどういった効果も狙われていますでし

ょうか。 

○議長（土井裕美子君）消防長。 

○消防長（木次則雄君）お答えさせていただ

きます。まず、最初に令和元年度に退職する

消防団員は４人該当しております。そのうち、

山間部等の団員がいるのは２名です。また、

例年、定年退職及び自己都合等で20人前後団

員が退職しているのが現状です。 

 効果といたしまして、定年で退職されて、

20人前後退職するんですが、若手の団員が入

りやすいようにと。それと、地域の実情によ

って、山間部やったらなかなか団員がなり手

不足がありますので、現状で75歳までの定年

延長という形で、特に消防団長が認めるとい

うふうに条例改正いたしました。 

 以上です。 

○議長（土井裕美子君）よろしいですか。ほ

かにありませんか。 

 ６番 辻本さん。 

○６番（辻本 勉君）今答弁いただいとった

んですけども、ここの条例のところに、特に

認める団員ということで、団長が特に認める

ということなんですけども、基本的には75歳

まで延長するという観点からいくと、この特

にというのはどういう状態なんかなという気

がするんです。こうなってきますと、全てが

だいたい団長から要望があって75歳まで延長

してしまうんであれば、定年をきちっと75ま

でにするとかね。きちっとしたほうがいいん

かなという気もするんですけど、特にという

のはどういう事情を指しとるんですか。 

○議長（土井裕美子君）消防長。 

○消防長（木次則雄君）特にということは、

実は、実情といたしまして、山間部にどうし

ても、例えば班員が５人しかいないとこがあ

りまして、そこで１名退団することによって

現場活動に支障を来しますので、とりあえず

はそこに団員を確保するという形で、地域の

事情をかなえてやっております。 

 それと、先ほど議員おっしゃった75歳とい

うことも当初はありましたんですが、とりあ

えずは、県下も見てみますと、和歌山市やっ

たら正副団長が75、団員が70ということで、

それと、平成18年の合併のときに、そういう

70歳と75歳に分けたところで、それを鑑みて

そういうふうに実際やらせていただきました。 

 以上となります。 

○議長（土井裕美子君）６番 辻本さん。 

○６番（辻本 勉君）曖昧な規定になっとる

んで、まあ言えば、中心というか、多いとこ

ろであってでも、後継者を難儀してるとこも

あるわけでしょう、探すのにね、結構。過疎

であれば、僕わかるんですけども、そういう

ところまで団長の意向によって上がってくる

と、結局はみんなが75ぐらいまでなってしま

うんではないかなという気はするんですけど、

そういう線引きというのはなかなか難しいん

かなと。過疎部で人口も少なくて年齢も高い

という中でやめていかれる方が出てきたら、

消防団としてやっていけない部分は、それは

わかるんですよ。わかるんですけども、どこ

の地域も結構退職された後の補充というのは

苦労しとると思うんです。 

 そうなってきたら、どこの地域も、ほんな

ら75までいけるんやないかなということで、

団長から上がってきたら、それを認めていく

とね、これでいくといかざるを得んでしょう、

団長が認めた場合になると。そしたら、結構

みんなが75歳でもいけるようになってしまう
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んちゃうかなと僕は思うんですけどね。そし

たら、基準も75歳までいけるようにしたらえ

えんちゃうかなと思いますけど。その辺がち

ょっと理解できないんですよ、この条例の中

身がですね。体裁はええですよ。基本は70や

けど、やっぱり特にいてないところについて

は75まで認めてやるようにというのはええん

やけども、そうなって全体的に見た場合、ど

うなるんかなと思う。そこも認めていくって、

団長が認めたら申請上がってきたら認めてい

かざるを得んでしょう、多いところであって

もやね。結構、見た感じで、ここの地域やっ

たら大丈夫やろうと思うようなとこでも、ま

あ言えば、次の人がいてない、補充するの大

変やということで、どの地域もそうやと思う

んやけども、そんなら75で認めたってよって

上がってきたら、認めていかざるを得んでし

ょう。そうなってきたら、全てが75までにな

ってくる可能性があるんやね。それをちょっ

と、その辺はきちっとやっといたほうがええ

んちゃうかなと思うんですけどね。 

○議長（土井裕美子君）答弁できますか。答

弁求められますね。 

 消防長。 

○消防長（木次則雄君）お答えさせていただ

きます。議員おっしゃるのはよくわかります。

ただ、基本的に正副団長が75歳、これ、５名

いてます。それで、団員全てが75にしてあげ

ますと、例えば、地域の実情もありますが、

確保できる地域もあります。ただ、75に上げ

ますと、若い団員がその間、今すぐ団員に入

りたいよと言うてもなかなかできないような

状況で、今回はこういうふうにやらせていた

だきました。ご理解のほどよろしくお願いし

ます。 

○議長（土井裕美子君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ありませんので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただ今議題となってお

ります議案第14号について、委員会の付託を

省略いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、委員会の付託を省略することに決しま

した。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）討論がありませんの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第14号 橋本市消防団の設置

等に関する条例の一部を改正する条例につい

て を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、本案は原案のとおり可決されました。 

                     

 日程第20 議案第15号 橋本市消防手数料

条例の一部を改正する条例につ

いて 

○議長（土井裕美子君）日程第20 議案第15

号 橋本市消防手数料条例の一部を改正する

条例について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）質疑がありませんの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただ今議題となってお

ります議案第15号については、委員会の付託

を省略いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、委員会の付託を省略することに決しま

した。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）討論がありませんの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第15号 橋本市消防手数料条

例の一部を改正する条例について を採決い

たします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、本案は原案のとおり可決されました。 

                     

 日程第21 議案第16号 橋本市水道事業給

水条例の一部を改正する条例について と、

日程第22 議案第17号 橋本市飲料水供給

施設事業給水条例の一部を改正する条例に

ついて 

○議長（土井裕美子君）日程第21 議案第16

号橋本市水道事業給水条例の一部を改正する

条例について と、日程第22 議案第17号 

橋本市飲料水供給施設事業給水条例の一部を

改正する条例について の２件を一括議題と

いたします。 

 これより２件一括して質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）質疑がありませんの

で、質疑を終結いたします。 

 ただ今議題となっております議案第16号と

議案第17号の２件については、経済建設委員

会に付託いたします。 

                     

 日程第23 議案第18号 橋本市放課後児童

健全育成事業の設備及び運営に

関する基準を定める条例の一部

を改正する条例について 

○議長（土井裕美子君）日程第23 議案第18

号 橋本市放課後児童健全育成事業の設備及

び運営に関する基準を定める条例の一部を改

正する条例について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）質疑がありませんの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただ今議題となってお

ります議案第18号については、委員会の付託

を省略いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、委員会の付託を省略することに決しま

した。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）討論がありませんの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第18号 橋本市放課後児童健

全育成事業の設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例について を

採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、本案は原案のとおり可決されました。 

                     

 日程第24 議案第19号 橋本市家庭的保育

事業等の設備及び運営に関する
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基準を定める条例の一部を改正

する条例について 

○議長（土井裕美子君）日程第24 議案第19

号 橋本市家庭的保育事業等の設備及び運営

に関する基準を定める条例の一部を改正する

条例について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）質疑がありませんの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただ今議題となってお

ります議案第19号については、委員会の付託

を省略いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、委員会の付託を省略することに決しま

した。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）討論がありませんの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第19号 橋本市家庭的保育事

業等の設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例について を採決い

たします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、本案は原案のとおり可決されました。 

                     

 日程第25 議案第20号 橋本市支給認定及

び保育の利用に関する条例の一部を改正す

る条例について と、日程第26 議案第21

号 橋本市特定教育・保育施設及び特定地

域型保育事業の運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例について 

○議長（土井裕美子君）日程第25 議案第20

号 橋本市支給認定及び保育の利用に関する

条例の一部を改正する条例について と、日

程第26 議案第21号 橋本市特定教育・保育

施設及び特定地域型保育事業の運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例につ

いて の２件を一括議題といたします。 

 これより２件一括して質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）次の議案も含めて、こ

の本年10月からの幼児教育・保育の無償化に

伴い所要の改定を行うということなんですけ

れども、この条文を読んでてもすごく難しく

て、わかりにくくて、次の副食費のところに

関係するんですが、この副食材料費が公的給

付の対象から外されて、年収360万円以下の世

帯は副食材料費の免除の対象になるというこ

となんですけども、それがこの条文の中のど

こに書いてあるのかということがよくわから

なくて、その辺の説明をお願いいたします。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）今回のこの条

例改正、三つほどあるんですけども、これに

つきましては議員おただしのとおり、幼児教

育無償化が具体的に決まりましたので、それ

に伴う条例改正になります。今おっしゃいま

した副食費の関係ですけども、今まで主食費

800円だけを徴収しまして、副食費につきまし

ては保育料に入っていましたので、具体的に

その部分が今まで条例の中にはありませんで

した。今回、保育料は無償化になりますけど

も、その副食費が有料となりますので、具体

的には主食費の800円と副食費の4,500円、合

計で5,300円が今回保護者の方からの徴収と

なっています。そのあたりをこの条例の中に
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盛り込ませていただきました。 

 今、議員おっしゃったように、このままで

は保育料は無償となりますけども、実質的に

負担が増える方もおりますので、国の施策と

して所得が360万円未満の世帯につきまして

は、この副食費の分が免除となります。その

辺も今回のこの条例の中に盛り込ませていた

だいてあります。ちょっとお待ちください。 

○議長（土井裕美子君）どの部分にそれが書

かれているのかというのを少し言っていただ

けますでしょうか。しばらくお待ちください。 

 この際、暫時休憩いたします。 

（午前10時12分 休憩） 

                     

（午前10時14分 再開） 

○議長（土井裕美子君）それでは、再開いた

します。 

 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）申しわけあり

ませんでした。条例の第13条の第４項になり

ますけども。 

○議長（土井裕美子君）ページ数をお願いい

たします。 

○健康福祉部長（吉田健司君）118ページです。

（３）で食事の提供と書いてありまして、括

弧して、次に挙げるものを除くということで、

ここに副食費の提供ということで、次に挙げ

る所得以外の方については副食費はとらない

ということで、ここに挙げさせていただいて

あります。 

○11番（阪本久代君）わかりました。 

○議長（土井裕美子君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ありませんので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただ今議題となってお

ります議案第20号と議案第21号の２件につい

ては、委員会の付託を省略いたしたいと思い

ます。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、委員会の付託を省略することに決しま

した。 

 これより２件一括して討論を行います。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）討論がありませんの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第20号 橋本市支給認定及び

保育の利用に関する条例の一部を改正する条

例について と、議案第21号 橋本市特定教

育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営

に関する基準を定める条例の一部を改正する

条例について の２件を一括して採決いたし

ます。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、議案第20号と議案第21号の２件につい

ては原案のとおり可決されました。 

                     

 日程第27 議案第22号 橋本市特定教育・

保育施設及び特定地域型保育事

業の利用者負担額等に関する条

例の一部を改正する条例につい

て 

○議長（土井裕美子君）日程第27 議案第22

号 橋本市特定教育・保育施設及び特定地域

型保育事業の利用者負担額等に関する条例の

一部を改正する条例について を議題といた

します。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 11番 阪本さん。 
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○11番（阪本久代君）先日、新聞記事で読ん

だんですけれども、海南市ではこの副食費、

負担をしないで済むというふうな記事が載っ

てありました。また、全国的にも副食費を集

めない自治体もあるように聞いています。そ

の中で、国基準の金額を保護者に負担してい

ただくわけなんですけれども、このそういう

ふうに至った経過がまず一点。 

 もう一つは、先ほど聞きました、聞いて場

所はわかったんですけど、年収360万円という

線のところで免除になる方と免除にならない

方との割合といいますか、そこがわかれば教

えてください。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）副食費の件で

すけども、橋本市の場合もその辺については

検討させていただきました。今回、消費税の

増で保育料が無料化になるということで、10

月以降半年間は国が全額負担してくれるとい

うことですけども、４月以降につきましては

市が負担ということになってきます。その保

育料に関する市の負担額ですけども、今試算

させていただきますと約6,500万円になって

きます。これについては、消費税の分で交付

税で入ってくるんですけども、市の負担が

6,500万円増となることで、今回副食費の免除

についてはしないということで決定させてい

ただきました。 

 あと、すいません、副食費の割合ですけど

も、今ちょっと調べますので、少しお待ちく

ださい。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）副食費の免除

対象についてですけども、360万円未満という

ことで、今回新たに約250人が副食費の免除対

象となります。 

 以上です。 

○議長（土井裕美子君）割合というご質問で

す。何％とかっていうのわかりますか。 

 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）今、本市全体

の園児数が1,864名おります。これによりまし

て、割合は13.5％ぐらいとなります。 

○議長（土井裕美子君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ありませんので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 ただ今議題となっております議案第22号に

ついては、文教厚生委員会に付託をいたしま

す。 

                     

○議長（土井裕美子君）この際、10時35分ま

で休憩いたします。 

（午前10時20分 休憩） 

      

 


